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２０００年１月７日          広報下之郷         第２９号  （１） 
 

    

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！    

  
 
 
 
 

平
成
十
二
年
度 

下
之
郷
区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阪
東 

佐
智
男 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

こ
の
度
の
、
一
月
十
日
の
区
の
改
選
に
よ
り

ま
し
て
区
長
の
重
責
を
お
預
か
り
す
る
事
と
な

り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
宜
し
く
ご
指
導
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
私
た
ち
の

社
会
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
二
〇
一
四
年
に
は
四

人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。 

 

国
は
政
策
と
し
て
、
介
護
保
険
等
い
ろ
ん
な

手
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、

基
本
は
地
域
住
民
の
考
え
方
と
一
人
一
人
の
和

と
行
動
が
重
要
で
す
。 

 

高
齢
者
が
安
心
し
語
ら
い
の
で
き
る
地
域
環

境
、
若
い
世
代
が
他
字
に
自
慢
で
き
愛
着
で
き

る
地
域
環
境
、
子
供
た
ち
の
声
が
響
く
本
来
の

姿
で
あ
る
地
域
環
境
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

地
方
分
権
推
進
法
に
よ
り
住
民
自
治
、
団
体

自
治
が
さ
ら
に
加
速
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社

会
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
決
定
に
よ
り
そ
の
責

任
も
自
ら
が
負
う
時
代
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
考
え
て
見
る
と
こ
の
数
年
で
、
先
人

が
築
い
て
下
さ
っ
た
も
の
を
二
〇
〇
〇
年
以
降

継
承
す
る
も
の
、
継
承
し
な
い
も
の
を
、
皆
さ

ん
と
共
に
し
っ
か
り
考
え
て
行
き
、
若
い
世
代

に
大
き
な
負
担
が
掛
か
ら
な
い
整
備
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
住
民
主
役
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
、
さ
ら
に
躍
進
で
き
る
下
之
郷
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

２１世紀の郷づくりをめざして 



２０００年１月７日          広報下之郷         第２９号  （２） 

新
成
人
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 

（
親
名
） 

上
野 
俊
治 

 
 

篤
治 

上
野 

博
之 

 
 

清 

上
野 

賢
利 

 
 

安
徳 

上
野 

廉 
 
 
 

芳
樹 

辻 
 

智
昭 

 
 

啓
一 

阪
東 

慎
二 

 
 

猶
真 

阪
東 

龍
也 

 
 

力 

阪
東 

雄
司 

 
 

静
雄 

松
宮 

秀
幸 

 
 

秀
夫 

村
田 

和
男 

 
 

文
男 

上
野 

由
美 

 
 

正
美 

川
並 

文
子 

 
 

清
一 

寺
居 

ち
さ
と 
 

勉 

二
階
堂 

亜
紀 
 

芳
雄 

阪
東 

美
香 

 
 

建
夫 

古
川 

め
ぐ
み 

 

芳
雅 

安
澤 

友
佳
里 

 

信
雄 

      

�
�

�
�
�

�
�

�
  

十
二
月
八
日
農
事
集
会
所
に
て
老
人
会
役
員
及

び
有
志
の
方
々
が
神
社
、
御
旅
所
・
公
園
・
公
会

堂
・
農
事
集
会
所
・
農
業
倉
庫
な
ど
に
飾
り
付
け

る
十
数
本
の
立

派
な
注
連
縄
を

作
っ
て
い
た
だ

き
、
十
二
月
二

十
五
日
に
各
所

に
飾
り
付
け
て

下
さ
い
ま
し

た
。 

 

会
員
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の

真
心
が
通
じ
て

下
之
郷
全
戸
の

方
々
の
良
い
年

に
な
る
こ
と
を

お
祈
り
致
し
ま

す
。 

 
 

  

 

 

西
暦
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
記
念
の

年
に
め
で
た
く
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

二
十
一
世
紀
の
下
之
郷
を
し
っ
か

り
背
負
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 



  

下
之
郷
は
全
国
的
に
も
数
少

な
い
珍
し
い
集
落
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
（
多
摩
美
術
大
学

玉
井
教
授
談
） 

 

ご
承
知
の
よ
う
に
イ
シ
ワ
ラ
ド
の
水
斗
（
カ
ッ

ト
リ
）
で
二
分
さ
れ
て
二
階
道
川
・
中
溝
川
・
金

面
川
・
牛
尾
堂
川
・
一
町
三
反
川
（
高
座
川
）
・

大
道
川
・
い
も
ぢ
や
川
（
金
堂
川
）
・
竹
ノ
尻
川

等
い
ず
れ
も
道
路
と
併
行
し
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
八
年
ま
で
は
大
切
な
生
活
用
水
で
あ

り
、
併
せ
て
田
用
水
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十

八
年
に
旧
南
池
を
水
源
地
と
し
て
下
之
郷
簡
易
水

道
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
排
水
路
に

な
り
、
昔
の
よ
う
な
清
水
の
流
れ
る
き
れ
い
な
川

で
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
桂
城
の
滝
が
出
来
て
、
錦
鯉

が
放
流
さ
れ
て
か
ら
集
落
内
水
路
が
見
直
さ
れ
、

字
民
全
体
の
発
想
で
錦
鯉
が
放
流
さ
れ
、
タ
イ
ヤ

ポ
ッ
ト
や
プ
ラ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
葉
牡
丹
、

ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
、
パ
ン
ジ
ー
等
が
植
え
ら

れ
て
き
れ
い
な
水
路
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
字
民

全
体
が
取
り
組
み
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
下
之
郷
に

し
た
い
で
す
ね
。 

 

苦
言
を
一
言
。
花
は
い
つ
見
て
も
き
れ
い
で
す

が
、
水
面
や
川
床
は
ゴ
ミ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
掃
除
に
労
力
の
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。 

 

平
成
四
年
に
建
立
さ
れ
た
組

割
立
て
札
も
数
年
が
経
過
し
文

字
も
消
え
腐
食
が
見
ら
れ
た
の

で
十
一
月
二
十
日
、
部
会
員
皆

様
が
出
役
さ
れ
、
文
字
も
鮮
明

で
ア
ル
ミ
製
の
杭
に
立
て
替
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
札
木
、

杭
と
も
に
阪
東
松
太
郎
、
登
喜

雄
兄
弟
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
善
意
に
応
え
る
こ

と
も
郷
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。
除
草
作
業
に

も
留
意
し
、
き
れ
い
な
環
境
づ

く
り
に
区
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
努
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

２０００年１月７日          広報下之郷         第２９号  （３） 

郷づくり情報郷づくり情報郷づくり情報郷づくり情報    

 

婦
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

  

十
一
月
二
十
八
日
下
之
郷

婦
人
会
員
の
皆
さ
ん
が
桂
城

神
社
境
内
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
、
旧
公
会
堂
、
農
事
集
会

所
の
清
掃
作
業
を
実
施
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。 

 

婦
人
会
員
の
皆
さ
ん
、
休

日
で
あ
り
家
事
多
端
の
中
を

奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
婦
人
会
行
事
だ
と
決
め

つ
け
な
い
で
、
字
民
一
人
び

と
り
が
下
之
郷
中
を
き
れ
い

に
な
る
よ
う
に
見
習
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
住
み
良
い
郷

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
。 

    サツキ街道・公園周囲サツキ街道・公園周囲サツキ街道・公園周囲サツキ街道・公園周囲    
 組別立て札 

 



  
 

  

竹
ノ
尻
川
の

改
修
工
事
は
順

調
に
進
み
、
も

う
す
ぐ
完
了
予

定
で
す
。 

 

す
っ
か
り
道

も
広
く
な
り
、

通
行
の
便
が
格

段
に
よ
く
な
り

そ
う
で
す
。 

 
 
 
 

      
 
 

     
 

２０００年１月７日          広報下之郷         第２９号  （４） 

水車修理・水路看板書き替え  

 郷づくりの活動で作られた水車や
川の案内板を２０００年を前にして
再整備されました。 
 作るだけでなくいかにうまく維持
していくかがこれからの課題でもあ
ります。 

 

花
卉
部
会
で
播
種
か
ら
定
植
で
き
る
ま
で

子
育
て
同
様
精
魂
込
め
て
育
成
さ
れ
た
パ
ン

ジ
ー
が
定
植
の
時
期
を
迎
え
て
十
一
月
二
十

八
日
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
各
組
で
は
ポ
ッ
ト

の
土
を
入
れ
替
え
て
の
定
植
作
業
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

四
季
を
通
じ
て
花
の
咲
く
下
之
郷
。
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
心
に
も
花
を
咲
か
せ
、
自
然

も
環
境
も
人
も
き
れ
い
で
住
み
良
い
下
之
郷

づ
く
り
に
邁
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

パ ン ジ ー の 定 植 作 業 

下之郷区四役選挙 
 １月１０日に実施 
 
 例年、成人の日（１月１５日）に行われ
ておりましたが、平成１２年より第３週の
月曜日に変更されましたのでお間違いのな
いようにお願い致します。 
 なお、近年投票率が低下しつつあります
ので、全戸（１戸一人）が投票されますよ
うお願い致します。 

竹
ノ
尻
川
改
修
工
事
進
む

竹
ノ
尻
川
改
修
工
事
進
む

竹
ノ
尻
川
改
修
工
事
進
む

竹
ノ
尻
川
改
修
工
事
進
む    



２０００年１月７日          広報下之郷         第２９号  （５） 
   

五
条
刈
り
コ
ン
バ
イ  

 

ン
購
入 

入
魂
式 

  

下
之
郷
農
業
組
合
で
昭
和

五
十
七
年
よ
り
共
同
作
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
、
昭
和

六
十
三
年
に
は
一
集
落
一
農
場
を
目
標
に
三
条
刈

り
コ
ン
バ
イ
ン
、
平
成
元
年
に
は
大
型
汎
用
コ
ン

バ
イ
ン
、
三
年
に
は
四
条
刈
り
コ
ン
バ
イ
ン
等
々

の
共
同
機
具
を
導
入
し
、
耕
起
、
刈
り
取
り
作
業

を
実
施
さ

れ
て
き
ま

し
た
。
特

に
集
団
転

作
小
麦
の

刈
り
取
り

に
は
大
き

な
成
果
を

上
げ
て
き

ま

し

た

が
、
購
入

後
十
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
十
一
年
度
産

小
麦
の
刈
り
取
り
に
は
予
想
以
上
の
日
数
が
か
か

り
、
一
日
の
内
半
分
以
上
が
修
理
と
い
っ
た
毎
日

で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
は
大
変
な
苦
労
の
連
日
で
し

た
。 

 

そ
こ
で
組
合
長
の
英
断
と
東
奔
西
走
に
よ
り
、

県
・
町
・
農
協
の
多
額
の
補
助
金
を
受
け
て
購
入

さ
れ
、
十
二
月
二
十
日
午
前
九
時
よ
り
倉
庫
前
に

於
い
て
貫
名
宮
司
を
祭
主
に
入
魂
式
を
奉
行
さ

れ
、
作
業
中
の
無
事
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。 

 

十
二
年
産
小
麦
、
水
稲
の
刈
り
取
り
に
は
威
力

を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
各
農
家
の
ご

利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

共
同
農
機
具 

清
掃
整
備 

 

十
二
月
十
九
日
午
後
、
共
同
農
機
具
の
清
掃
、

点
検
整
備
作
業
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
全
員
の
出
役
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
尚
い
ま
、
降
雪
の
時
期

を
迎
え
、
除
雪
器
具
の
取
り
付
け
も
終
わ
り
ま
し 

た
。 

小
麦
生
育 

順
調
に 

  

前
号
で
も
紹
介
致
し
ま
し
た
が
、
十
一
月
上
旬

に
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
順
調
な

生
育
状
況
で
す
。 

   
 
 

      
 
 

 



２０００年１月７日          広報下之郷         第２９号  （６） 
 

古地図に見る条里制のあと古地図に見る条里制のあと古地図に見る条里制のあと古地図に見る条里制のあと    

甲
良
町
地
区
の
条
里
制

甲
良
町
地
区
の
条
里
制

甲
良
町
地
区
の
条
里
制

甲
良
町
地
区
の
条
里
制    

  

条
里
制
と
は
、
大
化
改
新
（
六
四
五
年
）
の
班
田

収
受
制
に
関
連
し
て
作
ら
れ
た
土
地
区
画
の
制
度
で

あ
る
。 

 

一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
四
方
を
基
本
ブ
ロ
ッ
ク
と

し
て
、
東
西
方
向
の
並
び
を
一
里
、
二
里
…
…
、
南

北
方
向
に
一
条
、
二
条
…
…
と
よ
ん
だ
。 

 

そ
の
条
里
制
の
あ
と
が
、
下
之
郷
や
甲
良
町
の
南

部
地
区
に
み
ら
れ
る
。 

 

下
之
郷
地
区
は
部
落
か
ら
南
西
方
向
の
小
字
「
一

町
三
反
」
か
ら
「
竹
之
尻
」
へ
至
る
地
域
、
部
落
か

ら
小
字
「
西
ノ
辻
」
へ
の
び
る
地
域
、
並
び
に
北
部

地
域
の
小
字
に
変
則
的
な
地
割
が
あ
る
が
、
東
部
や

南
部
地
域
は
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
地
割
が
さ
れ
、

特
に
南
北
線
は
整
然
と
平
行
す
る
畦
が
通
り
、
畦
間

の
長
さ
は
約
六
〇
間
（
一
〇
九
ｍ
）
に
走
っ
て
い

る
。 

部
落
の
東
南
部
の
「
矢
弓
田
」
「
穴
蔵
」
「
木
戸
」

「
森
ケ
口
」
「
四
反
長
」
「
経
蔵
」
等
の
地
区
は
東

西
南
北
共
に
畦
の
長
さ
は
ほ
ぼ
六
〇
間
あ
り
、
条
里

坪
制
の
地
形
で
あ
る
。 

「
一
町
三
反
」
「
竹
ノ
尻
」
等
の
地
区
は
当
時
未
開

墾
の
林
野
地
と
主
割
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
の
ぞ
い
て

条
里
の
地
割
り
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
甲
良
町
史
よ
り
） 
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まちがいさがし 

 
 上の絵は上下で７ヶ所まちがいがありま
す。 
 それはどこでしょう。解答用紙に答を書
いて集会所までお寄せください。正解者の
中から抽選で粗品を差し上げます。 

け
た
ま
し
く
救
急
車
の
音
過
ぎ
ゆ
け
り
秋
冷
の
空
十
三
夜
の
月 

 
 
 
 

上
野 

文
子 

柿
好
き
で
あ
り
し
夫
の
霊
前
に
柿
供
え
て
輝
く
我
に
健
康
を
願
い
ぬ 
 
 

上
野
た
つ
の 

手
を
さ
し
の
べ
菊
花
そ
っ
と
な
で
受
け
ぬ
玉
露
光
り
て
指
に
染
み
る
如
し 

上
野 

り
ゑ 

年
重
ね
細
か
く
切
り
て
り
ん
ご
食
へ
丸
か
じ
り
せ
し
頃
を
夫
と
語
ら
う 

 

藤
居 

和
子 

今
月
の
短
歌
出
す
日
が
近
づ
き
て
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
出
す
わ
び
し
さ
よ 

 

古
川 

ふ
さ 

大
勢
の
人
の
集
い
し
文
化
祭
に
い
つ
も
の
席
に
無
き
夫
を
思
え
り 

 
 
 

川
並 

み
よ 

月
光
に
濡
れ
た
り
し
身
の
絵
馬
堂
に
座
子
の
お
手
前
あ
た
た
か
く
受
く 

 

上
野
二
紗
絵 

季
は
ず
れ
を
現
れ
飛
び
交
う
紋
白
蝶
青
葉
の
上
で
戯
れ
て
お
り 

 
 
 
 

堀
川 

文
江 

陽
を
あ
び
て
畑
一
面
に
コ
ス
モ
ス
の
咲
き
乱
れ
た
り
モ
ザ
イ
ク
模
様
に 

 

川
並 

克
子 

外
来
の
あ
わ
だ
ち
草
の
花
に
負
け
じ
と
そ
よ
ぐ
枯
れ
尾
花
か
な 

 
 
 
 

川
並 

千
町 

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ    

十
一
月
の
詠
草
か
ら

十
一
月
の
詠
草
か
ら

十
一
月
の
詠
草
か
ら

十
一
月
の
詠
草
か
ら    

二
〇
〇
〇
年
の
幕
開
け
を
機
会
に

紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
今
年
も
、
区
民
の
皆
様
に
愛

読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報

作
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
記
事
を

載
せ
て
は
、
と
い
う
よ
う
な
ご
意

見
も
ど
し
ど
し
編
集
部
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。 

編集後編集後編集後編集後記記記記    

 
 
 

前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答  

「
ｗ
字
形
に
三
本
の
直
線

を
引
い
て
、
九
つ
の
三
角

形
を
作
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
」 

と
い
う
問
題
で
し
た
。 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
の

か
、
今
回
は
正
解
者
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
解

は
、
左
図
の
通
り
で
す
。 

 
 
 

今
号
の
問
題
は
よ
く
見

れ
ば
き
っ
と
正
解
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。 


